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渡邊 穂実

ヒトミルクオリゴ糖（Human Milk Oligosaccharides、以下HMOs）は
母乳に含まれるオリゴ糖の総称で、2ʼ-フコシルラクトース(2ʼ-Fucosyllactose; 
2ʼ-FL)、3ʼ-シアリルラクトース（3ʼ-Sialyllactose; 3ʼ-SL）、6ʼ-シアリルラク
トース（6ʼ-Sialyllactose; 6ʼ-SL）など多くの種類が発見されている。乳糖と
脂質に次いで3番目に多く含まれる成分であり、乳児の腸内細菌叢の形成を促
すプレバイオティクスとして機能し、脳機能の発達や免疫システムにも関与するこ
とが報告されている。
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ヒトミルクオリゴ糖の開発と
食品機能素材としての展開
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一方でHMOsは母乳にしか存在せず、化学合成も難しかったことから、これまで
粉ミルクには添加することができなかった。協和発酵バイオでは1990年代から製
法研究に着手し、世界に先駆け微生物の代謝を用いたHMOsの工業的製法
の開発に成功した。本セミナーでは、世界に おける HMOs市場の現状、および
最新の機能性研究と今後の展望について、協和発酵バイオの取り組みも含め
て紹介したい。
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